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１． はじめに 

 今年度も107名（支配下74人、育成33人）の選手がプロ野球

ドラフト会議にて指名された。 野球は年齢を問わず競技人

口も多く、国民的スポーツと言っても過言ではない。プロ野

球選手や高校球児の活躍を見て、憧れる子どもも大勢いるだ

ろう。しかし、プロ野球の世界は日本の平均的な会社員の生

涯年収分を数年で稼いでしまうような華々しく見える世界で

ある一方、そのお金をあっさりと使い切ってしまい、貧しい

引退後生活を送っている人、更には借金で首が回らなくなっ

たような元選手は少なくない。 

スポーツ選手にとって怪我は付き物であり、野球は特に肩や腰

への負担が多いスポーツである。怪我が完治しないままプレー

を続け、再発を繰り返し、怪我から復帰できずに引退する選手

も少なくない。プロ野球選手に対する保証制度は充実している

とは言い難く、これらのリスクは若者がプロ選手を目指すこと

を諦める原因に繋がりうる。 

そこで本論ではプロ野球選手向けの生命保険の開発を行

い、プロを志す若者の増加、怪我による思わぬ引退のリスク

の低減を手助けをし、プロ野球選手の保障体制の充実を図る

ことを目的とする。 

具体的な内容については後述することになるが、多重脱退表

を用いて、保険料の計算、責任準備金の算出を行う。 

 

２．関連研究 

スポーツ選手向けの生命保険の開発では矢坂[5]がサッカー選

手向けの生命保険の開発を行っている。しかし、サッカーと

野球のプロの世界では環境、制度、給与で異なるところが多

くあるため、より競技の環境に適した生命保険を開発する必

要がある。 

 例えば、矢坂の開発した保険の給付条件の怪我による引退

が「怪我や病気が発生した年に 引退も発生したもの」として

いたが、データについては後述するが、プロ野球では肘、腰

などの長期間のリハビリを要する怪我が多く、怪我をした初

年度の引退より怪我後2~3年でリハビリを経て復帰できるか判

断をつけるケースが多くみられた為、需要に見合った給付条

件を考える必要がある。  

 またJリーグではプロA契約、プロB契約、プロC契約[6]とい

った契約がある。先行研究[5]において、これらは考慮されて

いなかったが、これらの契約の構成員はかなり異なる属性を持

っており、被保険者集団の保険加入時の属性をより考慮するこ

とでより適した保険設計ができると考えた。 

３． 準備 

以下に保険料設計に用いた多重脱退表、保険料算出方法、責

任準備金算出方法について記す。 

 

3.1 多重脱退表 

保険の対象となる所定の属性を持つ者の集団を被保険者集

団といい、被保険者集団には閉集団と開集団がある。閉集団

は、構成員が属性を失うことにより縮小していくが、新規に

集団に加入する者のない集団である。開集団は、構成員の離

脱がある一方で新たな加入者もあって、構成員が変化してい

く集団である。 

集団を定義する属性を全て備えた者の集まりを主集団とい

い、主集団を離脱した構成員で特定の属性の有無を同じくす

る者の集まりを副集団という。 

保険契約における集団を例に考えると、最初の加入者が構

成員の集団を「主集団」、これらから死亡、解約等で主集団

から脱退し構成される集団を「副集団」と捉えることができ

る。 

このようないくつかの脱退原因による被保険者集団の消息

を一表にまとめたものを脱退残存表と呼ぶ。 

表3.1 多重脱退表 

 

 

 上の表の例では脱退する原因が A,B 2種の脱退原因があ

る場合を考えていて、 

 
が成立している。 

脱退原因A,Bについての脱退確率を 

 

とし、それぞれA脱退率、B脱退率と呼ぶ。 

例えば、A 脱退率について、原因Bによる脱退が存在しな

い場合に主集団から原因Aによって脱退する割合がAの本来の

脱退率であり、A絶対脱退率と呼ぶ。表すときには  と表現

する。 

以下に絶対脱退率と脱退率の関係式を記すとある時間区間 

    でA脱退する者の数は   であるが、時刻t 



 

 

までにB脱退のある確率は  であるから、A脱退、B脱退はそ

れぞれ独立に発生、脱退の発生は 1 年を通じて一様に起こる

と仮定すると 

 

より 

 

となる。  についてもAとBを入れ替え、同様の式であ

る。 

本研究では絶対脱退率の近似式として上式を用いた。 

 

3.2 保険料算出 

 初めに保険料の算出の式に出てくる記号を紹介する。これら

は式を簡単にするためのものであり、計算基数と呼ばれる。 

 

 

 

 

は生命表の年齢x歳の者がf年間生存し、次の1年以内に死

亡する確率を表している 

 

次に具体的に保険料の計算方法について述べていく。 

 本論では定期保険(x歳で加入した被保険者がn年後に生存す

る場合に保険金1を支払う保険)について取り扱ったため、定期

保険の一時払、年払い保険料の計算方法について以下に記す。 

 

一時払保険料： 

 

 

年払い保険料： 

 

 

3.3 責任準備金算出 

保険会社は、定期的に入ってくる保険料とそれの運用に対す

る利息収入がある一方で、期間途中の保険金の支払いがある。

通常は期間の途中ではそれまでの収入の方が支出より大きく、

差額が会社に留保されている。どのくらいの保険金支払いが生

ずるかは不確定であるため、将来の保険金支払いに対し最低限

準備しておかなければならない金額が定められている。これを

責任準備金という。 

この責任準備金の計算にあたって、次のような前提をおく

こととする。 

• 責任準備金の利殖や保険金の支払いは、保険料を計算し

た際の予定利率・予定死亡率に沿って実現するとする。  

• 責任準備金を計算する時点での契約者への支払いについ

ては、死亡給付金は支払われたものと考え、生存給付金はま

だ支払われていない状態であるとして計算を行う。  

• その時点で収入すべき保険料があれば、それは収入されて

いない状態で計算を行う。 

責任準備金計算時点からの『将来の支出の総現価−将来の収

入の総現価』を生存者1人当たりに求めた額を計算する「将来

法」を用いると、保険金額１、定期保険のt年経過時点での責

任準備金は 

 

一時払責任準備金： 

 

年払責任準備金： 

 

４． 野球選手向けの生命保険の開発 

 

以下では実際にプロ野球選手向けの生命保険案を提示し、保険

料や責任準備金の算出を行い、結果を記す。 

 

保険金額:1  

給付条件:A理由による脱退  

保険金年度末支払い  

保険期間:22−x （A脱退を確認できたのが在籍年数 22 が最大

の為） 

解約返戻金無  

i = 1% 

 

このような定期保険を考えた。 

 

4.1 主集団 

 野球選手向けの生命保険を開発するにあたり、まず主集団と

なりうる選手の属性を考える。関連研究で述べたが、サッカ

ーとプロ野球での大きな違いとして契約制度がある。野球は

大きく2種類の契約形態が存在し、１つは支配下選手登録契約

と呼ばれるものである。ドラフト会議で指名され、プロの世

界に足を踏み入れる人の大半がこの契約であり、1チーム70人

までと上限がある。 

 もう1つの契約が育成選手制度契約で、こちらは人数に上限

はないが、出場できる試合が限られていたり、契約金が存在

しない、最低年俸が定められている様な契約である。主に支

配下登録まで至らないが将来性がある選手、怪我をして調整

が必要な選手が登録されており、限られた期間内に育成契約

から支配下登録にすることも、支配下登録から育成契約に変

更することもできる。 

 今回の研究目的から、活躍が期待されながらも、予期せぬ怪

我によって引退に追い込まれてしまうリスクへの対応が必要

だと思われるため、支配下登録選手を対象とした。 具体的に

は2016~2019年度に引退した支配下登録選手593人を対象とし

た。 

 

4.2 脱退原因 

本論文では2重脱退を考える。具体的な脱退原因は 



 

 

A:引退前3年以内に外科的手術を伴う怪我や骨折、病気歴があ

る人の引退、育成契約への切り替え 

B:その他の理由による引退 

とした。 

Aの脱退原因とした理由は数ある怪我の中で肉離れや捻挫、打

撲などは重度なものから軽度なものまで存在し、治療日数も

幅広く、引退に直接関与したか判断が難しかったため、治療

日数が数か月かかる骨折や靱帯再建などの手術と運動困難な

病気であれば判断が容易かつ、引退に関与する可能性が高

く、適切である考えた。 

更にデータ(付録C)より怪我による引退は、リハビリ期間を含

めて1年以上影響があると思われた。特に投手に多くみられた

トミー・ジョン手術は復帰まで2、3年を要していた為、今回

は3年以内を対象とした商品を提案することとした。 

 育成契約への変更を脱退とみなしたのは育成契約中は年俸

が低いため、金銭的な支援が必要であると考えたこと。怪我が

原因で育成契約切り替え後、リハビリに長期間を要すも復帰で

きなかった場合、給付の対象にならない為、保障制度の充実を

図るという研究目的の観点からこれも脱退原因Aとして挙げた。 

 

4.3 多重脱退表の作成 

 2016-2019年度に引退した支配下登録選手の名前、在籍年数、

怪我の履歴などをExcelにてデータをまとめた。在籍年数につ

いては支配下登録初年度をx=0とした。 その後データからA脱

退者,B脱退者の副集団を抽出し、多重脱退表の項目を計算した。

さらに計算を容易にするため、計算基数表の作成も行った。 

 

５．結果 

5.1 保険料算出 

一時払保険料、年払保険料はそれぞれ 

 

 

となる。 

 

保険料の計算結果を表にまとめると以下のようになった。さら

に矢坂[3]が提案を行ったサッカー選手向けの生命保険の表も

比較のために、右側に記す。 

  表5.1定期保険保険料         表5.2 矢坂[5]の定期保険保険料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

=21の時はA脱退が0人であったため、一時払、年払保険料

ともに０となっている。年払保険料について矢坂のものと比

較すると          で平均して4.7倍となった。 

更に比較を図で表すと以下のようになった。 

 

 

図5.1 一時払保険料の比較 

 

 

図 5.2 年払保険料の比較 

 

 

ともに12,3年目をピークに上昇していることがわかる。 

 

 

 

5.2 責任準備金算出 

=0の時の責任準備金については以下のようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122

一時払保険料

堀口 矢坂

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122

年払保険料

堀口 矢坂



 

 

 

表5.3  =0の時の責任準備金表    表5.4 矢坂の ＝0の時の責任準備金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢坂のものよりかなり多く責任準備金を積むことが分かる。

同じく12,13年目での怪我の引退が多かったため、そこをピ 

ークとしていることが分かる。 

在籍年次  における一時払保険料と0年次加入保険料一時払t

年経過時の純保険料式責任準備金は等しくなるため、年払いの

責任準備金の比較の図のみ掲載する。 

 

 

図5.3 保険料年払の責任準備金比較 

 

 

保険料を計算するにあたり、予定利率・予定生存率・予定

死亡率を使用するが、実際には予定通りの死亡者数や運用利

回りになるとは限らない。実際の死亡率が予定のそれ よりも

小さくなれば、予定していた保険金の支払いより実際の支払

の方が少ないので問題はない。しかし、予定していた保険金

の支払いより実際の支払いの方が多くなると、受取った保険

料で保険金の支払いがまかなえなくなる。そこで、支払いが

増大しても保険会社が支払不能状態に陥らないように基礎率

を保守的に設定する必要がある。今回は安全割増の一例とし

て絶対脱退率を用いた。 

 付録Aの多重脱退表より、絶対引退率を引退率で割ると、平

均して約1.08倍であり、絶対引退率を用いた安全割増は8%程で

あった。それぞれの引退率を用いて保険料を計算した結果を以

下に記す。 

表5.5 引退率と絶対引退率の保険料比較 

 
 

 

６.考察・今後の課題 

今回設計したプロ野球選手向けの生命保険は、給付する保険

金を1000万円と仮定すると引退率を用いたものの年払平準純

保険料が 251100 円、絶対引退率 を用いたものは 267800 円

となった。 矢坂のものではそれぞれ52300 円と72400 円であ

ったため、比較するとかなり高額となった。これは3年以内の

怪我というかなり広く保障する範囲を取ったためだと思われ

れる。 

在籍年数と引退年次については野球、サッカーに共通してみ

られる変動の傾向があった為、他のスポーツではどのようであ

るか検証することで、スポーツ選手向けの生命保険商品開発の

発展が期待できると思われる。 

また、今回は基礎的な商品案の提示でとどまった為、データ

の母数を増やしたり、ストレステストを行って、本商品の精度

を高めることが今後の課題である。 
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